
先
物
協
会
は
、「
顧
客
ト
ラ

ブ
ル
の
減
少
に
向
け
た
取
組
」

に
つ
い
て
、
業
界
が
ル
ー
ル
遵

守
に
前
向
き
に
取
り
組
み
、
顧

客
本
位
の
勧
誘
・
営
業
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
対
外
的
に
示

し
、
高
い
信
頼
を
得
る
よ
う
に

す
る
業
界
運
動
と
位
置
付
け

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
形
式
的

な
姿
勢
表
明
で
な
く
、
実
態
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
に
全
社

員
へ
の
周
知
徹
底
を
励
行
す
る

よ
う
要
請
し
て
い
く
。

先 物 協 会 ニ ュ ー ス

私
が
商
品
業
界
に
入
り

早
い
も
の
で
4
年
が
経
ち

ま
す
。
大
学
在
学
中
こ
れ
と

い
っ
た
希
望
の
就
職
先
も
無

く
、
ど
の
業
界
に
行
こ
う
か

と
悩
ん
で
い
た
と
き
、
ふ
と

借
り
た
ビ
デ
オ
が
私
を
こ
の

業
界
に
入
ろ
う
と
決
断
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ご
存

知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
エ
ディ
・
マ

ー
フ
ィ
が
主
演
し
て
い
る

「
大
逆
転
」で
す
。

詐
欺
ま
が
い
の
事
を
や
っ

て
い
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の
主
人

公
が
、
エ
リ
ー
ト
の
商
品
ブ

ロ
ー
カ
ー
と
手
を
組
み
、
商

品
取
引
を
通
し
て
巨
万
の

富
を
手
に
す
る
と
い
う
内
容
の

ス
ト
ー
リ
で
し
た
が
、
私
は
商

品
相
場
の
舞
台
で
は
誰
も
が
平

等
で
あ
る
こ
の
商
品
取
引
に
心

引
か
れ
、
で
き
る
の
な
ら
ば
こ

ん
な
業
界
で
働
い
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
こ
の
業

界
へ
の
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
入
社
し
て
か
ら
気

づ
い
た
事
で
す
が
、
映
画
の
中

（
米
国
）で
は
メ
ジ
ャ
ー
な
商
品

取
引
も
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
世

間
一
般
に
浸
透
し
て
い
な
い
事

に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
た
だ
今
年
に
入
り
、
原

油
高
騰
な
ど
を
き
っ
か
け
に
新

聞
や
経
済
誌
な
ど
で
度
々
商
品

相
場
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
つ
い

最
近
も
弊
社
に
テ
レ
ビ
局
の
取

材
が
来
る
な
ど
世
間
の
関
心
も

徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
の
を

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
大
手
証
券

会
社
も
本
格
的
に
商
品
業
界
へ

の
参
入
を
決
め
、
今
後
、
今
ま

で
と
は
異
な
る
個
人
顧
客
の
商

品
取
引
の
参
入
な
ど
も
見
込

め
、
よ
り
い
っ
そ
う
業
界
の
活

性
化
が
期
待
で
き
る
も
の
だ
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

思
え
ば
昨
年
会
社
の
研
修
で

米
国
に
行
っ
た
際
、
米
国
の
商

品
業
界
関
係
者
か
ら「
日
本
の

商
品
先
物
業
界
は
米
国
に
10
年

遅
れ
を
取
っ
て
い
る
」と
の
指
摘

を
受
け
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

現
状
は
そ
の
通
り
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
商
品

先
物
業
界
も
商
品
取
引
所
法
改

正
、
手
数
料
自
由
化
に
よ
り
業

界
各
社
が
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
、
業
界
の
活
性
化
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

現
在
の
こ
の
業
界
全
体
の
努

力
が
い
ず
れ
大
き
な
実
を
付
け

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

私
も
業
界
発
展
の
推
進
の
た
め

微
力
な
が
ら
努
力
し
、
引
続
き

日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
８
０
年
神
奈
川
県
生
ま

れ
。
２
０
０
３
年
入
社
。
現
在
、

商
品
営
業
本
部
本
店
営
業
部

営
業
３
課
勤
務
。
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業界努力が大きな実付ける

安
倍
晋
三
首

相
の
父
安
倍
晋
太

郎
氏
は
自
民
党
政

調
会
長
時
代
、

「
金
の
公
設
市
場

を
作
ろ
う
」と
ブ

チ
上
げ
、
金
取
引

所
の
産
み
の
親
と

さ
れ
る
。
昭
和
55
年
12
月
26
日
、

大
手
町
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
業
界
関
係
者
の
出
版
記
念

会
の
席
上
で
の
こ
と
で
、
以
来
四

半
世
紀
が
流
れ
る
▼
今
で
は
東

工
取
の
看
板
商
品
で
あ
る
ば
か

り
か
、ニュ
ー
ヨ
ー
ク
・マ
ー
カ
ン
タ

イ
ル
取
引
所
と
並
ぶ
２
大
金
市

場
を
形
成
し
て
い
る
。
戦
後
55

年
に
亘
る
先
物
市
場
史
の
中
で

も
燦
然
と
輝
く
、
文
字
通
り
の

金
字
塔
で
あ
る
。
晋
太
郎
氏
の

父
、
岸
信
介
元
首
相
も
先
物
界

と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

若
き
商
工
省（
現
経
産
省
）官
僚

と
し
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

た
頃
、
先
物
行
政
を
担
当
す
る

一
方
、
大
学
で
先
物
講
座
を
持

っ
て
い
た
▼
内
外
の
文
献
を
読

破
し
て
著
し
た『
取
引
所
法
』の

中
で
、「
取
引
所
が
永
い
間
各
国

で
圧
迫
の
試
練
を
経
た
の
も
投

機
市
場
た
る
が
た
め
で
あ
る
。
か

か
る
圧
迫
と
非
難
に
も
拘
ら

ず
、
着
々
と
そ
の
存
在
価
値
を

強
め
、
経
済
組
織
に
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
有
用
の
機
関
と
な
っ
た
」

と
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
財

界
の
晴
雨
は
取
引
所
と
い
う
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
に
表
れ
る
相
場
の
度

盛
り
で
正
確
に
知
り
得
る
、
と

も
述
べ
て
い
る
▼
東
工
取
が
今

年
か
ら
商
品
指
数
を
発
表
し
始

め
た
の
は
大
き
な
一
歩
だ
が
、

全
先
物
商
品
を
網
羅
し
た
指
数

化
が
急
務
で
あ
る
。
全
商
連
辺

り
で
集
計
、
公
表
す
る
手
は
な

い
も
の
か
。
商
品
指
数
が
イ
ン
フ

レ
指
標
で
あ
る
と
同
時
に
投
資

対
象
に
も
な
っ
て
い
る
時
代
、

様
々
な
利
用
法
が
あ
る
は
ず

だ
。
日
本
の
上
場
商
品
も
年
々

拡
充
さ
れ
、
そ
れ
を
束
ね
た
日

本
商
品
先
物
指
数
は
商
品
界
の

晴
雨
計
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

は
間
違
い
な
い
。（
泉
）
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「
た
と
え
１
社
で
も
１
人
で
も
ル
ー
ル
に
反
し
た
こ
と
を
や
れ
ば
、
業

界
み
ん
な
の
努
力
が
す
べ
て
無
に
帰
し
て
し
ま
う
」（
加
藤
雅
一
先
物
協

会
会
長
）
と
強
い
決
意
の
も
と
、
先
物
協
会
は
顧
客
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
対

策
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
る
会
員
各
社
の
対
応
は

早
く
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
に
係
る
開
示
請
求
に
つ
い
て

は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
対
応
で
き
な
く
な
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
も
起

き
た
。
市
場
流
動
性
確
保
の
基
盤
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
業
界
づ
く
り
に

力
を
注
ぐ
。

を
推
進
す
る
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
取
引
先
選
別
基
準

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
顧
客
等
に

対
し
て
推
奨
し
て
い
く
。
ま
た
、

会
員
に
こ
う
し
た
運
動
方
針
に

つ
い
て
の
理
解
が
浸
透
し
た
こ

と
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
確

全
社
員
に
周
知
徹
底
を

セ
ン
タ
ー
の
告
知
は
、
自
社
の

相
談
窓
口
を
補
完
す
る
役
割
と

と
も
に
、
自
社
の
取
組
み
の
透

明
性
、
覚
悟
を
示
す
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
苦
情
相
談
等
の
処

理
に
つ
い
て
は
、
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
等
と
比
較
し
た
場
合
、

日
商
協
相
談
セ
ン
タ
ー
の
方
が

よ
り
当
事
者
能
力
の
高
い
解
決

機
関
で
あ
る
こ
と
を
対
外
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
商
品
先
物
取
引

に
係
る
苦
情
等
を
社
会
に
垂
れ

流
し
に
す
る
こ
と
な
く
、
営
業

改
善
の
手
が
か
り
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

先
物
協
会
と
し
て
は
、
こ
う

し
た
顧
客
本
位
の
勧
誘
・
営
業

認
し
、マ
ス
コ
ミ
に
対
し
、
広
告

掲
載
を
認
め
て
も
問
題
が
な
い

こ
と
を
訴
え
て
い
く
。

苦
情
相
談
内
容
の
精
査
・
分

類
に
つ
い
て
は
、
先
物
協
会
は
、

ま
ず
、
10
月
中
旬
の
会
員
代
表

本店営業部営業３課　近藤 一
かず

伸
のぶ

係
る
新
し
い
法
的
規
制
は
、
金

融
商
品
取
引
法（
改
正
証
券
取

引
法
）の
行
為
規
制
の
施
行
に

合
わ
せ
た
改
正
商
品
取
引
所
法

の
施
行（
２
０
０
７
年
７
月
予

定
）か
ら
と
な
る
が
、
そ
れ
に

先
行
し
て
各
社
が
自
発
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
社
会
に

対
し
て
示
す
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
会
員

各
社
が「
適
合
性
原
則
に
係
る

方
針
・
考
え
方
」や「
迷
惑
と
な

る
勧
誘
は
行
わ
な
い
」
等
の
勧

誘
方
針
を
定
め
、
社
内
に
周
知

徹
底
す
る
。
次
い
で
社
内
徹
底

が
図
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た

う
え
で
、
勧
誘
方
針
を
各
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
で
開
示
・
公
表
す
る
。

顧
客
本
位
の
営
業
姿
勢
の
表

明
は
、
ル
ー
ル
遵
守
の
姿
勢
を

社
内
徹
底
す
る
の
が
第
一
。
こ

れ
に
よ
っ
て
社
会
や
顧
客
等
か

ら「
本
気
の
取
組
み
」
だ
と
信

頼
さ
れ
る
。
業
界
あ
げ
て
の
取

組
み
で
あ
る
こ
と
を
社
員
に
知

ら
せ
、
対
外
的
に
も
周
知
し
て

も
ら
う
た
め
、
先
物
協
会
が
作

成
・
配
付
す
る
ポ
ス
タ
ー（
２
種

市
場
流
動
性
確
保
の
基
盤

市
場
流
動
性
確
保
の
基
盤 

先
物
協
会 

会
員
の
対
応
早
い 

市
場
流
動
性
確
保
の
基
盤 

取
組
推
進
の
具
体
的
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
は
、
大
き
く
分
け
る

と
商
品
先
物
取
引
業
界
の
取
組

姿
勢
の
表
明
と
、
苦
情
相
談
内

容
の
精
査
・
分
類
の
２
つ
に
な

る
。そ

の
う
ち
取
組
姿
勢
表
明

は
、
勧
誘
方
針
の
開
示
・
公
表
、

顧
客
本
位
の
営
業
姿
勢
の
表

明
、
顧
客
相
談
窓
口
の
周
知

（
苦
情
・
相
談
情
報
の
集
約
）の

３
つ
に
分
け
て
推
進
す
る
。

勧
誘
方
針
の
開
示
・
公
表
に

法
的
規
制
に
先
行
し
て

類
）を
店
頭
や
社
内
各
部
署
、

営
業
所
等
に
掲
示
す
る
。
ポ
ス

タ
ー
掲
出
と
合
わ
せ
て
各
会
員

会
社
は
自
社
の
ル
ー
ル
遵
守
に

係
る
取
組
姿
勢
に
つ
い
て
も
勧

誘
方
針
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
開
示
・

公
表
す
る
。

さ
ら
に
、
２
種
類
の
ポ
ス
タ

ー
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
カ
ラ
ー
印

刷
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
。
会
員

に
配
付
し
、
各
社
で
取
組
姿
勢

の
表
明
に
活
用
し
て
も
ら
う
。

顧
客
相
談
窓
口
に
つ
い
て

は
、
ル
ー
ル
遵
守
姿
勢
や
勧
誘

方
針
に
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た

場
合
の
対
外
的
相
談
窓
口（「
お

客
様
相
談
室
」、「
品
質
管
理
本

部
」
等
）を
会
社
内
に
設
置
し
、

そ
の
周
知
を
図
る
。

相
談
窓
口
に
お
い
て
、
顧
客

や
消
費
者
セ
ン
タ
ー
等
か
ら

本
・
支
店
に
解
決
要
請
の
あ
っ

た
苦
情
相
談
に
係
る
事
例
と
件

数
を
集
約
し
、
営
業
に
係
る
サ

ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
に
役
立
た

せ
る
。

自
社
の
相
談
窓
口
と
併
せ
て

「
日
商
協
相
談
セ
ン
タ
ー
」の
存

在
を
周
知
徹
底
す
る
。
同
相
談

チャリティー寄付金贈呈
救急ヘリ病院ネットワーク

「
お
か
げ
さ
ま

で
法
的
整
備
も

進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
」
と
、
救
急
活

動
に
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
活
用
の
充
実

を
目
指
す
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
救
急

ヘ
リ
病
院
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
國
松

孝
次
理
事
長
。

当
協
会
の
加
藤

雅
一
会
長
は
、

「
ヘ
リ
を
使
う
と

重
体
の
救
急
患

者
が
助
か
る
率

が
大
幅
に
上
が

る
そ
う
で
す
ね
」

と
応
じ
た
。

こ
れ
は
11
月
９
日
、
先
物

協
会
が
全
国
商
品
取
引
員
チ

ャ
リ
ティ
ー
ゴ
ル
フ
大
会（
10

月
23
日
開
催
）の
寄
付
金
50

万
７
、
１
０
０
円（
大
会
寄

付
30
万
円
、
不
参
加
会
員
を

含
め
た
チ
ャ
リ
ティ
ー
ボ
ッ
ク

ス
へ
20
万
７
、
１
０
０
円
）を

贈
呈
し
た
時
の
や
り
と
り
。

な
お
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

寄
付
は
４
年
連
続
で
、
金
額

は
こ
れ
ま
で
最
高
。

贈呈式

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立
て
る

2種類のポスター

【
2
面
へ
つ
づ
く
】


